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総　括　事　項

2.5％増の717,068人となり，合計で12.5％増の4,989,202人となった。

減）となり，総額で1,326,177,505円となった。

なり，総額で1,461,689,637円となった。

た。

車の車体更新等を予定どおり施行した。

経営指標に関する事項

減の66.1％となっており，今後も施設の計画的な更新を図っていく必要がある。

（経営指標の推移）

(2)

令和５年度決算における経営成績について，経営の健全性を示す経常収支比率は，前年度に比べ4.7

一方，償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は，前年度に比べ1.0ポイント
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(1)

令和５年度の乗車人員は，定期外客が前年度に比べ14.3％増の4,272,134人，定期客が前年度に比べ

事業収益については，一般会計補助金の減少等により，前年度に比べ 67,262,662円の収入減（4.8％

事業費用については，退職給付費の減少等により，前年度に比べ 899,943円の支出減（0.1％減）と

また，他会計による費用負担を示す他会計負担比率は，前年度に比べ12.6ポイント減の24.7％となっ

ポイント減の90.7％となり，健全経営の水準とされる100％を下回った。

たが，その主な要因は，一般会計補助金の減少によるものである。

この結果，当年度の収支は，前年度に比べ66,362,719円減少し，135,512,132円の純損失を生じ

建設改良事業については，十字街渡り線更新工事，函館駅前～松風町間電車線路改良工事，710形電

令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

経 常 収 支 比 率 98.0％ 72.5％ 82.1％ 95.4％ 90.7％

令和元年度

66.1％

他 会 計 負 担 比 率 23.6％ 25.0％ 34.4％ 37.3％ 24.7％

有形固定資産減価償却率 64.1％ 64.7％ 67.7％ 67.1％
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